
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シイノトモシビタケの保護
ほ ご

 

これからもシイノトモシビタケの観
かん

察
さつ

を続
つづ

けるためには・・・ 

 ①落
らく

枝
し

・倒
とう

木
ぼく

を壊
こわ

さない、持
も

ち出
だ

さない。 

②林
りん

内
ない

の植
しょく

生
せい

を踏
ふ

みつけて壊さない。 

 ③林内湿度
し つ ど

を保
たも

つために低
てい

木
ぼく

や草
くさ

を残
のこ

しておく。光
ひかり

が射
さ

すような広
ひろ

い道
みち

はつけない。 

 ④何
なに

がシイノトモシビタケの発生
はっせい

に関係
かんけい

しているのかわからないため、発
はっ

生地
せ い ち

全体
ぜんたい

を保護していく。 

など、人間
にんげん

の影響
えいきょう

を限定的
げんていてき

にし、そして保護活動をしていくことが必
ひつ

要
よう

です。 

シイノトモシビタケは１９５１年に八丈島
はちじょうじま

で発見
はっけん

され、長年
ながねん

八

丈島特産
とくさん

とされてきましたが、１９９５年に和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

すさみ町
ちょう

江
え

須
す

崎
ざき

で発見されました。それ以降
い こ う

、紀伊
き い

半島
はんとう

、九 州
きゅうしゅう

を中心
ちゅうしん

に発

生場所
ば し ょ

が確認
かくにん

され、ここ宇久
う ぐ

井
い

目覚山
めさめやま

では２００１年に発見されま

した。 

多くの発生地はスダジイの大
たい

木
ぼく

が生
は

えている森
しん

林
りん

（照
しょう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

）

ですが、スダジイの大木や老齢
ろうれい

木
ぼく

が、なぜシイノトモシビタケの発

生に都合がよいのか、理由はわかっていません。 

その他、ホルトノキやヤマモモ、ヤマザクラ等の広葉樹でも発生

します。九州ではサルスベリやヤマザクラからの発生もみられま

す。 

外国では、発見されていないです。 

例年
れいねん

５月１０日前後
ぜ ん ご

から発生
はっせい

し、主に梅雨
つ ゆ

の時期に多数見られま

す。降雨
こ う う

が大きく関係
かんけい

しており、梅雨明け後、晴天
せいてん

が続
つづ

くと一旦
いったん

発

生はしなくなります。しかし、台風
たいふう

や秋雨
あきさめ

などで数日間
すうじつかん

雨が降った

時
とき

は、木に充
じゅう

分
ぶん

水
みず

が供
きょう

給
きゅう

されるので、夏
か

季
き

以
い

降
こう

でも発生します。

これまでに最
もっと

も遅
おそ

い発生日は２００５年１０月１８日と記録され

ています。また、平均気温が１８～２０℃前後になってから発生が

始まります。 

温度
お ん ど

・降雨
こ う う

・湿度
し つ ど

によって変わりますが、目覚山での観察では、

キノコが成長
せいちょう

し傘
かさ

を開くまで２日間程度
て い ど

かかり、それからしおれ

るまでの期間
き か ん

は長くて５日程度と結果が出ています。 

キシメジ科
か

クヌギダケ属
ぞく

に分類
ぶんるい

され、学名
がくめい

は Mycena lux-coeli（ミ

ケナ・ルックスコエリ）です。 

Mycena は「きのこ」、lux は「光
ひかり

」、そして coeli は「天国
てんごく

の」

という意味
い み

のラテン語で、全体として「天国の光のきのこ」となり

ます。 

1954 年ケンブリッジ大学のコーナー博士
は か せ

により命名
めいめい

されました。 

「青
あお

みがかった緑色
みどりいろ

」

に見えるが、「青
あお

白
じろ

く」

見えるという人
ひと

もいま

す。全体的
ぜんたいてき

に光ります

が、特
とく

に光りが強
つよ

いの

は“ヒダ”の部分
ぶ ぶ ん

です。 これ 

シイノトモシビタケが、まとまって発生する場所としては“NO.1”といわれています。一度に何百本も発生する時があり、他

では味
あじ

わえない幻
げん

想
そう

的
てき

な光
こう

景
けい

が見られます。スダジイの大木の密
みつ

度
ど

が全
ぜん

体
たい

的
てき

に高
たか

く、倒
とう

木
ぼく

・落
らく

枝
し

が多
おお

いため発生期
き

間
かん

にはキノコが

同じ場所で何度も見られます（寿
じゅ

命
みょう

があるので、繰
く

り返
かえ

し発生します）。 

キノコの大きさ 

 

 

傘
かさ

は直径
ちょっけい

１～２センチ、     柄
え

の長さは１～５センチ程度
て い ど

。 

大きいものは３センチ以上。 

参考資料 大槻国彦氏提供資料より 

なぜ光るの？ 

ホタルやホタルイカが光るのと同じで、菌糸
き ん し

の中
なか

のルシフェリン

という物質
ぶっしつ

がルシフェラーゼという酵素
こ う そ

によって酸化し発光しま

す。 

光ることによって虫
むし

をおびき寄
よ

せて胞子
ほ う し

を体につけさせ、もしく

はヒダごと胞子を食べさせて、虫
むし

の移動
い ど う

や脱糞
だっぷん

と共
とも

に胞子を散布
さ ん ぷ

さ

せているという仮説
か せ つ

があります。ザトウムシやクチキコオロギが食

べているところが観察
かんさつ

されていますが、この仮説の証明
しょうめい

には至
いた

っ

ていません。他の光るきのこについても“光ることの意味
い み

”は

研 究 中
けんきゅうちゅう

です。 

 

昼間
ひ る ま

の様子
よ う す

。シメジみたいでしょ？ 

食べても毒
どく

はないそうですが、味はまっ

たくしないみたいです。 

注意
ちゅうい

！むやみに採って食べないでくださ

い。責任はとれません。負いかねます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他にも確認されている場所はあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～森の環境とシイノトモシビタケの生態等を学ぼう～ 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

〒649-5312 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町宇久井 830 

TEL０７３５(５４)２５１０・FAX０７３５(５４)１５４０ 

http://shizenjuku.syakuhati.com 

E-mail ugui_shizenjyuku@forest.ocn.ne.jp 

シイノトモシビタケ観察会 

森の妖精に会いに行こう 

夜の森でキノコ（シイノトモシビタケ）を探す自然体験をしてみま

せんか。ここ宇久井半島では、５月中旬から夏場にかけて多い時は

数百本も発生し、全国でも発生数はトップクラスです。青みがかっ

た緑色に発光するキノコは幻想的であたかも妖精のような姿です。 

 

□開催日時□  ５月中旬以降の土日曜日・９月の土日曜日 

午後７時半～ 

□集合場所□  旧那智勝浦町フェリーターミナル 

□参 加 費□  大人 ５００円  中学生以下 ３００円 

        ※当日、現地支払い 

□持 ち 物□  山歩きできる服装（長袖・長ズボン・運動靴） 

        懐中電灯・雨具（雨天時） 

 

□申込み・問い合わせ□ 

        宇久井ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰに２日前までに電話予約 

目覚山で見られる主な植物 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シイノトモシビタケ以外
い が い

にも上記のような貴重な生
せい

物
ぶつ

が多
おお

く生息
せいそく

しています。 

 

これまでに確認された主な発生地 

 

和歌山県 

すさみ町・串本町・古座川町・ 

那智勝浦町・太地町・新宮市 

三 重 県 

紀宝町・熊野市 

東 京 都 

伊豆諸島 

 

大 分 県 

三重町・佐伯市 

宮 崎 県 

日向市・延岡市 

えびの市・高原町 

兵 庫 県 

神戸市（市立森林植物園） 

※ 奄美大島から移植した

シマサルスベリの立木

１本に生育。 

スダレギボウシ 

アオノクマタケラン 

ホルトノキ(板根) 

 

スダジイの実 

http://shizenjuku.syakuhati.com/

